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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルで説明するのは、Windows NT、Windows 2000、Windows XP および
Windows 98 のオペレーティング・システム環境で使用される Oracle Call Interface（OCI）
の機能のみです。

この章の項目は次のとおりです。

� 対象読者

� このマニュアルの構成

� 関連資料

� 表記規則
iii



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、1 つ以上の Oracle サーバーと対話するアプリケーションを C 言語で作
成する開発者を対象としています。

このマニュアルを使用するには、次の知識が必要です。

� C プログラムのコンパイルおよびリンクの方法

� 使用している Microsoft Windows オペレーティング・システム

このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成このマニュアルの構成
このマニュアルは、次のように構成されています。

第第第第 1 章「章「章「章「Oracle Call Interface の概要」の概要」の概要」の概要」

OCI で作業を始めるのに役立つ初歩的な情報を提供します。

第第第第 2 章「章「章「章「OCI アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成」」」」

OCI を使用した Oracle データベース・アプリケーションの作成方法の概要を示します。

関連資料関連資料関連資料関連資料
詳細は、次の Oracle のマニュアルを参照してください。

� 『Oracle9i Database for Windows インストレーション・ガイド』

� 『Oracle9i Database for Windows リリース・ノート』

� 『Oracle9i Database for Windows 管理者ガイド』

� 『Oracle Enterprise Manager 管理者ガイド』

� 『Oracle9i Net Services 管理者ガイド』

� 『Oracle9i Real Application Clusters 概要』

� 『Oracle9iデータベース新機能』

� 『Oracle9iデータベース概要』

� 『Oracle9iデータベース・リファレンス』

� 『Oracle9iデータベース・エラー・メッセージ』

� 『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』
iv



リリース・ノート、インストール・ドキュメント、ホワイト・ペーパー、またはその他の関
連資料を無償でダウンロードするには、OTN-J（Oracle Technology Network Japan）にアク
セスしてください。OTN-J を利用する前に、オンライン登録が必要です。次の URL で登録
できます。

http://otn.oracle.co.jp/membership/

OTN-J のユーザー名およびパスワードをすでにお持ちの場合は、次の OTN-J の Web サイト
のドキュメント・セクションに直接アクセスできます。

http://otn.oracle.co.jp/document/

表記規則表記規則表記規則表記規則
ここでは、このマニュアルの本文およびサンプル・コードで使用される表記規則について説
明します。表記規則は次の 3 種類です。

� 本文の表記規則

� サンプル・コードの表記規則

� Windows オペレーティング・システムの表記規則

本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則本文の表記規則
本文中では、特定の用語をより簡単に識別できるように、様々な表記規則を使用していま
す。次の表は、本文中で使用される表記規則とその使用例を説明したものです。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

太字太字太字太字 太字は、本文中で定義されている用語、ま
たは用語集で説明されている用語、あるい
はその両方を示します。

この句を指定する場合、索引構成表索引構成表索引構成表索引構成表を作成します。 

大文字（固定幅）
フォント

大文字固定幅フォントは、システムによっ
て指定される要素を示します。これらの要
素には、パラメータ、権限、データ型、
Recovery Manager のキーワード、SQL の

キーワード、SQL*Plus またはユーティリ

ティのコマンド、パッケージ、メソッドの
他に、システムで表示される列名、データ
ベースのオブジェクトおよび構造、ユー
ザー名およびロールがあります。

この句は NUMBER列に対してのみ指定できます。

BACKUPコマンドを使用して、データベースを

バックアップできます。

USER_TABLESデータ・ディクショナリ・ビュー

の TABLE_NAME列を問い合せます。

DBMS_STATS.GENERATE_STATSプロシージャを

使用します。
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サンプル・コードの表記規則サンプル・コードの表記規則サンプル・コードの表記規則サンプル・コードの表記規則
サンプル・コードは、SQL、PL/SQL、SQL*Plus またはその他のコマンドライン文を示しま
す。これらは固定幅フォントで示され、次の例のように、通常の本文とは区別されていま
す。

SELECT username FROM dba_users WHERE username = 'MIGRATE';

次の表は、サンプル・コードで使用される表記規則とそれらの使用例を説明したものです。

小文字（固定幅）
フォント

小文字固定幅フォントは、実行可能ファイ
ル、ファイル名、ディレクトリ名、および
サンプルのユーザー指定要素を示します。
これらの要素には、コンピュータ名および
データベース名、ネット・サービス名、お
よび接続識別子の他に、ユーザー指定の
データベースのオブジェクトおよび構造、
列名、パッケージおよびクラス、ユーザー
名およびロール、プログラム・ユニット、
およびパラメータ値があります。

注意注意注意注意 :　　　　一部のプログラム要素には、大文字

と小文字の両方が使用されます。これらの
要素は、記載されているとおりに入力して
ください。

sqlplusを入力して、SQL*Plus を開きます。

パスワードは、orapwdファイルで指定されます。

¥disk1¥oracle¥dbsディレクトリのデータ・

ファイルと制御ファイルをバックアップします。

department_id、department_nameおよび

location_id列は、hr.departments表にあり

ます。

QUERY_REWRITE_ENABLED初期化パラメータを

trueに設定します。

oeユーザーとして接続します。

JRepUtilクラスは、これらのメソッドを実装し

ます。

小文字イタリック
（固定幅）
フォント

小文字イタリック固定幅フォントは、プ
レースホルダまたは変数を示します。

parallel_clauseを指定できます。

Uold_release.SQLを実行します。

old_releaseは、アップグレード前にインス

トールしたリリースを表します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

[ ] 大カッコは、1 つ以上のオプション項目を囲

みます。大カッコは入力しないでください。

DECIMAL (digits [ , precision ])

{ } 中カッコは複数の項目を囲み、そのうちの
1 つが必要であることを示します。中カッコ

は入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

| 縦線は、大カッコまたは中カッコ内にある
複数のオプションの選択肢を区切るために
使用します。オプションの 1 つを入力しま

す。縦線は入力しないでください。

{ENABLE | DISABLE}

[COMPRESS | NOCOMPRESS]

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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... 水平の省略記号は、次のいずれかを示しま
す。

� 例に直接関係のないコードの一部を省
略

� コードの一部の繰り返しが可能

CREATE TABLE ...AS subquery;

SELECT col1, col2, ..., coln FROM 
employees;

 .

 .

 .

垂直の省略記号は、例に直接関係のない
コードの数行を省略したことを示します。

SQL> SELECT NAME FROM V$DATAFILE;

NAME

------------------------------------

/fsl/dbs/tbs_01.dbf

/fs1/dbs/tbs_02.dbf

.

.

.

/fsl/dbs/tbs_09.dbf

9 rows selected.

その他の表記規則 大カッコ、中カッコ、縦線および省略記号
以外の記号は、示されているとおりに入力
してください。

acctbal NUMBER(11,2);

acct    CONSTANT NUMBER(4) := 3;

イタリック イタリックの文字は、特定の値を指定する
必要のあるプレースホルダまたは変数を示
します。

CONNECT SYSTEM/system_password

DB_NAME = database_name

大文字 大文字は、システムによって指定される要
素を示します。ユーザーが定義する語句と
区別するために、大文字で示しています。
語句が大カッコ内に表示されている場合を
除き、記載されているとおりの順序とスペ
ルで入力します。ただし、これらの語句に
は大文字と小文字の区別がないため、小文
字で入力できます。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;

SELECT * FROM USER_TABLES;

DROP TABLE hr.employees;

小文字 小文字は、ユーザーが指定するプログラム
要素を示します。たとえば、小文字は表、
列またはファイルの名前を示します。

注意注意注意注意 :　　　　一部のプログラム要素には、大文字

と小文字の両方が使用されます。これらの
要素は、記載されているとおりに入力して
ください。

SELECT last_name, employee_id FROM 
employees;

sqlplus hr/hr

CREATE USER mjones IDENTIFIED BY 
ty3MU9;

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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Windows オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則オペレーティング・システムの表記規則
次の表は、Windows オペレーティング・システムの表記規則とその使用例を説明したもの
です。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例

「スタート」→を
選択

プログラムの起動方法。たとえば、
Database Configuration Assistant を起動す

るには、タスクバーの「スタート」ボタン
をクリックし、「プログラム」→「Oracle - 
HOME_NAME」→「Database 
Administration」→「Database 
Configuration Assistant」を選択します。 

「スタート」→「プログラム」→「Oracle - 
HOME_NAME」→「Database Administration」
→「Database Configuration Assistant」を選択し

ます。

C:¥> 現行のハード・ディスク・ドライブの
Windows コマンド・プロンプトを示しま

す。プロンプトは、現在作業中のサブディ
レクトリを示しています。このマニュアル
では、コマンド・プロンプトと呼びます。

C:¥oracle¥oradata>

特殊文字 特殊文字の円記号（¥）は、Windows コマ

ンド・プロンプトで特殊文字の二重引用符
（"）のエスケープ文字として必要な場合が

あります。カッコおよび特殊文字の一重引
用符（'）は、エスケープ文字を必要としま

せん。エスケープ文字および特殊文字の詳
細は、Windows オペレーティング・システ

ムのドキュメントを参照してください。

C:¥>exp scott/tiger TABLES=emp 
QUERY=¥"WHERE job='SALESMAN' and 
sal<1600¥"

C:¥>imp SYSTEM/password 
FROMUSER=scott TABLES=(emp, dept)

HOME_NAME Oracle ホーム名を示します。

ホーム名は、英数字 16 文字までです。ホー

ム名で使用できる特殊文字は、アンダース
コアのみです。 

C:¥> net start 
OracleHOME_NAMETNSListener
viii



ORACLE_HOME
および
ORACLE_BASE

Oracle8 リリース 8.0 以下のリリースでは、

Oracle コンポーネントをインストールする

と、サブディレクトリはすべて、最上位の
ORACLE_HOMEディレクトリ（デフォルト

では次のとおり）の下に置かれました。

� Windows NT の場合は C:¥orant

� Windows 98 の場合は C:¥orawin98

あるいは、Oracle ホームと呼ばれるディレ

クトリの下に置かれました。

今回のリリースは、Optimal Flexible 
Architecture（OFA）に準拠しています。す

べてのサブディレクトリが最上位の
ORACLE_HOMEディレクトリの下にあるわ

けではありません。ORACLE_BASEという

最上位ディレクトリがあり、デフォルトは
C:¥oracleです。コンピュータにリリース

9.2 をインストールし、他の Oracle ソフト

ウェアをインストールしない場合、最初の
Oracle ホーム・ディレクトリのデフォルト

設定は、C:¥oracle¥ora90です。Oracle
ホーム・ディレクトリは、ORACLE_BASE
の直下に置かれます。

このマニュアルでは、ディレクトリ・パス
の例は、すべて OFA 表記規則に準拠してい

ます。

%ORACLE_HOME%¥rdbms¥adminディレクトリに

移動します。

規則規則規則規則 意味意味意味意味 例例例例
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Oracle Call Interface の新機能の新機能の新機能の新機能

Oracle9i リリース 2（9.2）のこの製品には、新機能は追加されていません。多数の新機能
が、Oracle9i リリース 1（9.0.1）で追加されています。これより前のリリースからアップグ
レードする場合、「Oracle9i リリース 1（9.0.1）の Oracle Call Interface における新機能」を
参照してください。

次の項では、Oracle Call Interface の新機能を説明します。

� Oracle9i リリース 1（9.0.1）の Oracle Call Interface における新機能

� Oracle8i リリース 8.1.5 の Oracle Call Interface における新機能

� OCI リリース 7.x の関数

� Oracle9i リリース 2（9.2）の使用できないコンポーネント
xi



Oracle9i リリースリリースリリースリリース 1（（（（9.0.1）の）の）の）の Oracle Call Interface におけるにおけるにおけるにおける
新機能新機能新機能新機能

この項の項目は、次のとおりです。 

� Borland C++ のサポートのサポートのサポートのサポート

oci.libインポート・ライブラリは、Microsoft 社製のコンパイラとともに使用する目
的でのみ提供されています。Borland C++ などのその他のコンパイラについては、
Oracle Dynamic Link Library（DLL）に対応している場合でも、OCI との使用に関する
テストおよびサポートは行われていません。 

� Windows 2000 でのでのでのでの Oracle9i の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法

Windows 2000 と Windows NT 4.0 では、Oracle9i の使用方法に若干の相違があります。

Oracle8i リリースリリースリリースリリース 8.1.5 のののの Oracle Call Interface における新機能における新機能における新機能における新機能 
OCI では、Oracle8i データベースでオブジェクトを処理する OCI の機能が拡張され、多くの
新機能が組み込まれるとともにパフォーマンスが向上しています。オブジェクト機能を使用
するには、Oracle8i Enterprise Edition をインストールしておく必要があります。

Windows プラットフォームの OCI には、OCI の以前のリリース（7.xおよび 8.x）で作成さ
れたアプリケーションのサポートも組み込まれています。ライブラリ名 oci.libからバー
ジョン番号が削除されました。

OCI リリースリリースリリースリリース 7.x の関数の関数の関数の関数
リリース 7.xで使用可能な OCI 関数は使用できますが、Oracle8i の新機能を十分に活用でき
ません。パフォーマンスの向上と機能の拡張を図るために、アプリケーションで新しいコー
ルを使用することをお薦めします。 

Windows 95、Windows 98 または Windows NT で実行される Win32 アプリケーションの場
合、継続してサポートを受けるには、リリース 8.xの新しい OCI コールに移行する必要があ
ります。リリース 8.xでは、OCI コールの含まれるライブラリと DLL の名前はそれぞれ
oci.libと oci.dllです。リリース 7.xでは、ociw32.libと ociw32.dllという名前
でした。将来、ociw32.libと ociw32.dllはサポートやリリースがなくなるため、新し
いコールへの移行は避けられません。

Oracle9i リリースリリースリリースリリース 2（（（（9.2）の使用できないコンポーネント）の使用できないコンポーネント）の使用できないコンポーネント）の使用できないコンポーネント
INTYPE File Assistant（IFA）は、今回のリリースでは使用できません。また、次期リリー
スでもサポートされません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 『Oracle9i Database for Windows スタート・ガイド』
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Oracle Call Interface の概要の概要の概要の概要

この章では、Oracle Call Interface（OCI）for Windows で作業を始めるための初歩的な情報
を提供します。 

この章の項目は次のとおりです。

� Oracle Call Interface の概要

� OCI パッケージの内容

� Oracle のディレクトリ構造

� サンプル・プログラム

関連資料関連資料関連資料関連資料 : 新機能および関数の説明を含めた OCI の詳細は、『Oracle Call 
Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
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Oracle Call Interface の概要
Oracle Call Interface の概要の概要の概要の概要
Oracle Call Interface（OCI）は、C 言語で作成されたアプリケーションが 1 つ以上の Oracle
サーバーと対話できるようにするための Application Program Interface（API）です。OCI
を使用すると、ユーザー・プログラムは、SQL 文の処理やオブジェクトの操作など、
Oracle9i データベースで実行可能なすべてのデータベース操作を実行できるようになりま
す。

OCI パッケージの内容パッケージの内容パッケージの内容パッケージの内容
Oracle Call Interface for Windows のパッケージには、次のものが含まれています。

� Oracle Call Interface

� Required Support Files（RSF）

� Oracle Universal Installer

� OCI アプリケーションをコンパイルするためのヘッダー・ファイル

� OCI アプリケーションをリンクするためのライブラリ・ファイル

� OCI アプリケーションの作成方法を示すサンプル・プログラム

OCI for Windows パッケージには、Windows NT、Windows 2000 および Windows 98 で
OCI プログラムをリンクする際に必要なその他のライブラリも組み込まれています。

Oracle のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造のディレクトリ構造
Oracle Call Interface for Windows のインストール時に、Oracle Universal Installer によっ
て、使用しているコンピュータのハード・ディスク・ドライブに ORACLE_HOMEディレクト
リが作成されます。デフォルトの Oracle ホーム・ディレクトリは、C:¥oracle¥ora92で
す。

ORACLE_HOMEディレクトリには、OCI ファイル以外にも、OCI アプリケーションのリンク
および実行や、Oracle Forms などその他の Windows NT 用の Oracle 製品とのリンクに必要
なライブラリ・ファイルがあります。

ORACLE_HOMEディレクトリには、OCI に関連した次のディレクトリがあります。

表表表表 1-1 ORACLE_HOME ディレクトリおよび内容ディレクトリおよび内容ディレクトリおよび内容ディレクトリおよび内容 

ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 内容内容内容内容

¥bin 実行可能ファイルおよびヘルプ・ファイル

¥oci Windows ファイル用の Oracle Call Interface ディレクトリ

¥oci¥include oci.hおよび ociap.hなどのヘッダー・ファイル
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サンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラムサンプル・プログラム
OCI のインストール時に、一連のサンプル・プログラムと関連するプロジェクト・ファイル
が %ORACLE_HOME%¥oci¥samplesサブディレクトリにコピーされます。OCI が正しくイ
ンストールされたことを検証し、OCI アプリケーションの開発手順を理解するために、これ
らのサンプル・プログラムをビルドし、実行することをお薦めします。

サンプルをビルドするには、コマンド・プロンプトでバッチ・ファイル（make.bat）を実
行します。たとえば、cdemo1.cサンプルをビルドするには、次のコマンドを入力します。

C:> make cdemo1

サンプル・プログラムは、使用後は削除しても構いません。

Windows プラットフォーム固有の OCI サンプル・アプリケーションが 1 つ含まれていま
す。cdemomt.cは、Oracle9i のスレッド・セーフティ機能である OCI マルチスレッドのデ
モ・プログラムです。このサンプル・プログラムには、デフォルト・データベース内の emp
表が必要です。このプログラムからは、同じ ID 番号を持つ異なる従業員名を挿入しようと
する 2 つの同時スレッドが起動されます。これは、スレッド同期のデモを示します。

ociucb.cは、ociucb.batを使用してコンパイルする必要があります。このバッチ・ファ
イルによって DLL が作成され、%ORACLE_HOME%¥binディレクトリに置かれます。ユー
ザー・コールバック関数をロードするには、環境変数またはレジストリ変数
ORA_OCI_UCBPKG = OCIUCBを設定します。

¥oci¥samples サンプル・プログラム

¥precomp¥admin¥ottcfg.cfg Object Type Translator（OTT）ユーティリティおよびデ

フォルトの構成ファイル

関連資料関連資料関連資料関連資料 : マルチスレッドの詳細は、『Oracle Call Interface プログラマー
ズ・ガイド』を参照してください。

表表表表 1-1 ORACLE_HOME ディレクトリおよび内容ディレクトリおよび内容ディレクトリおよび内容ディレクトリおよび内容 （続き）（続き）（続き）（続き）

ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名ディレクトリ名 内容内容内容内容
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OCI アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成

この章では、OCI を使用した Oracle データベース・アプリケーションの作成方法の概要を
説明します。 

この章の項目は次のとおりです。

� OCI アプリケーションの作成

� OCI アプリケーションのコンパイル

� OCI アプリケーションのリンク

� Oracle XA ライブラリ

� OTT と INTYPE File Assistant の使用方法

関連資料関連資料関連資料関連資料 : OCI アプリケーションの作成の詳細は、『Oracle Call Interface プ
ログラマーズ・ガイド』を参照してください。
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OCI アプリケーションの作成
OCI アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成アプリケーションの作成
OCI アプリケーションは、一般的には Oracle サーバーに接続し、ある種のデータ交換を
行って、必要なデータ処理を実行する目的で使用されます。順序は多少異なりますが、どの
ような OCI アプリケーションにも必要な処理がいくつかあります。

OCI で使用される基本的なプログラミング手順は次のとおりです。

1. OCI プログラミング環境およびプロセスを初期化します。

2. 必要なハンドルを割り当て、サーバー接続とユーザー・セッションを確立します。

3. サーバーに SQL 文を発行し、必要なアプリケーション・データ処理を実行します。

4. 再使用しない文およびハンドルを解放するか、作成した文を再実行するか、または新し
い文を作成します。

5. ユーザー・セッションとサーバー接続を終了します。

OCI アプリケーションのコンパイルアプリケーションのコンパイルアプリケーションのコンパイルアプリケーションのコンパイル
OCI アプリケーションをコンパイルするときは、適切な OCI ヘッダー・ファイルをインク
ルードする必要があります。ヘッダー・ファイルは、%ORACLE_HOME%¥oci¥includeディ
レクトリにあります。

たとえば、Microsoft Visual C++ 6.0 を使用する場合、「ツール」メニューの「オプション」
ダイアログ・ボックスの「ディレクトリ」タブで適切なパスを入力する必要があります。
図 2-1「「オプション」ダイアログ・ボックスの「ディレクトリ」タブ」を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : 『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』で説明されている共
有データ・モードでの OCI 環境の初期化は、Windows ではサポートされま
せん。 
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図図図図 2-1「オプション」ダイアログ・ボックスの「ディレクトリ」タブ「オプション」ダイアログ・ボックスの「ディレクトリ」タブ「オプション」ダイアログ・ボックスの「ディレクトリ」タブ「オプション」ダイアログ・ボックスの「ディレクトリ」タブ

OCI アプリケーションのリンクアプリケーションのリンクアプリケーションのリンクアプリケーションのリンク
OCI コールは、Oracle 提供の DLL に実装されています。DLL は、Required Support Files

（RSF）の一部で、%ORACLE_HOME%¥binディレクトリにあります。

Oracle DLL を使用して OCI をコールするには、動的に DLL および関数エントリ・ポイント
をロードするか、アプリケーションをインポート・ライブラリ oci.libとリンクします。
oci.libインポート・ライブラリは、Microsoft 社製のコンパイラとともに使用する目的で
のみ提供されています。その他のコンパイラについては、Oracle DLL に対応している場合
でも、OCI との使用に関するテストおよびサポートは行われていません。 

oci.libを Microsoft 社製のコンパイラとともに使用する場合、特別なリンク・オプション
を指定する必要はありません。 

oci.lib
oci.libは、Oracle に対する単一プログラム・インタフェースです。ライブラリ名から
バージョン番号が削除されました。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : アプリケーションのコンパイルとコンパイル・オプションの情報
は、コンパイラのドキュメントを参照してください。
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OCI アプリケーションの実行
LoadLibrary() を使用したクライアントを使用したクライアントを使用したクライアントを使用したクライアント DLL のロードのロードのロードのロード
LoadLibraryにより、次のディレクトリが記載されている順序で検索されます。

� ロードされるアプリケーションのあるディレクトリ

� カレント・ディレクトリ

� Windows NT または Windows 2000 の場合 :

� 32 ビット Windows システム・ディレクトリ（system32）。このディレクトリのパ
スを取得するには、GetWindowsDirectory関数を使用します。

� 16 ビット Windows ディレクトリ（system）。このディレクトリのパスを取得する
Win32 関数はありませんが、検索が行われます。

� Windows 98 の場合 :

� Windows ディレクトリ。このディレクトリのパスを取得するには、
GetWindowsDirectory関数を使用します。

� 環境変数 PATH にリストされているディレクトリ

OCI アプリケーションの実行アプリケーションの実行アプリケーションの実行アプリケーションの実行
OCI アプリケーションを実行するには、すべての対応する Required Support Files（RSF）
が、OCI アプリケーションを実行するコンピュータにインストールされていることを確認し
てください。

Oracle XA ライブラリライブラリライブラリライブラリ
Oracle9i データベースが次のトランザクション処理（TP）モニターと対話できるようにする
には通常、XA API を使用します。

� BEA Tuxedo

� IBM Transarc Encina

� IBM CICS

クライアント・プログラムで TP モニターの文を使用することもできます。XA API の使用
は、OCI からサポートされます。
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Oracle XA ライブラリ
Oracle XA ライブラリは、Oracle9i Enterprise Edition の一部として自動的にインストールさ
れます。Oracle ホーム・ディレクトリに、次のコンポーネントが作成されます。

Oracle XA ライブラリを使用したライブラリを使用したライブラリを使用したライブラリを使用した OCI プログラムのコンパイルおよびプログラムのコンパイルおよびプログラムのコンパイルおよびプログラムのコンパイルおよび
リンクリンクリンクリンク

OCI プログラムをコンパイルおよびリンクする手順プログラムをコンパイルおよびリンクする手順プログラムをコンパイルおよびリンクする手順プログラムをコンパイルおよびリンクする手順 :　　　　
1. %ORACLE_HOME%¥rdbms¥xaがパスに含まれていることを確認し、Microsoft Visual 

C++ を使用して program.cをコンパイルします。

2. program.objと次のライブラリをリンクします。

3. program.exeを実行します。 

XA 動的登録の使用方法動的登録の使用方法動的登録の使用方法動的登録の使用方法
Oracle9i データベースは、XA 動的登録の使用をサポートしています。XA 動的登録により、
XA 準拠 TP モニターとのインタフェースであるアプリケーションのパフォーマンスが向上
します。Windows NT の Oracle データベースで TP モニターが XA 動的登録を使用するに
は、環境変数またはレジストリ変数のどちらかを、TP モニターが実行されている Windows 
NT コンピュータに追加する必要があります。手順は、次のいずれかを参照してください。

� 現行のセッションに対する環境変数の追加

� すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加

表表表表 2-1 Oracle XA ライブラリ・コンポーネントライブラリ・コンポーネントライブラリ・コンポーネントライブラリ・コンポーネント

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント 場所場所場所場所

oraxa9.lib %ORACLE_HOME%¥rdbms¥xa

xa.h %ORACLE_HOME%¥rdbms¥demo

ライブラリライブラリライブラリライブラリ 場所場所場所場所

oraxa9.lib %ORACLE_HOME%¥rdbms¥xa

oci.lib %ORACLE_HOME%¥oci¥lib¥msvc
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現行のセッションに対する環境変数の追加現行のセッションに対する環境変数の追加現行のセッションに対する環境変数の追加現行のセッションに対する環境変数の追加
コマンド・プロンプトで環境変数を追加すると、現行のセッションのみが適用対象となりま
す。 

環境変数を追加する手順環境変数を追加する手順環境変数を追加する手順環境変数を追加する手順 :　　　　
TP モニターがインストールされているコンピュータから、コマンド・プロンプトで次のよ
うに入力します。

C:¥> set ORA_XA_REG_DLL = vendor.dll

vendor.dllは、ベンダーから提供された TP モニターの DLL です。

すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加すべてのセッションに対するレジストリ変数の追加
レジストリ変数を追加すると、使用している Windows NT コンピュータのすべてのセッ
ションが適用対象となります。TP モニターが 1 つだけ実行中のコンピュータでは、この方
法が便利です。 

レジストリ変数を追加する手順レジストリ変数を追加する手順レジストリ変数を追加する手順レジストリ変数を追加する手順 :　　　　
1. TP モニターがインストールされているコンピュータに移動します。

2. Windows NT または Windows 2000 の場合、コマンド・プロンプトで次のように入力し
ます。

C:¥> regedt32

Windows 98 の場合、次のように入力します。

C:¥> regedit

「レジストリ エディタ」ウィンドウが表示されます。

3. ¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥ORACLE¥HOMEID に移動します。 

4. 「編集」メニューから「値の追加」を選択します。「値の追加」ダイアログ・ボックスが
表示されます。

5. 「値の名前」テキスト・ボックスに ORA_XA_REG_DLLと入力します。

6. 「データ タイプ」リスト・ボックスから「REG_EXPAND_SZ」を選択します。

7. 「OK」を選択します。「文字列エディタ」ダイアログ・ボックスが表示されます。

8. 「文字列」フィールドに vendor.dllと入力します。vendor.dllは、ベンダーから提
供された TP モニターの DLL です。

9. 「OK」を選択します。レジストリ エディタでパラメータが追加されます。 

10.「レジストリ」メニューから「レジストリ エディタの終了」を選択します。

レジストリ エディタが終了します。
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XA およびおよびおよびおよび TP モニターの情報モニターの情報モニターの情報モニターの情報
XA および TP モニターについては、次の一般的な情報を参照してください。

� 使用している TP モニター固有のドキュメント

Windows NT 固有の固有の固有の固有の Oracle C++ Call Interface のメソッドのメソッドのメソッドのメソッド
クラス Statementおよび ResultSetから Refsのコレクションを取得または設定するた
めのグローバル・メソッドは、Windows NT 用に次のように変更されています。

� Windows NT では、getVectorのかわりに getVectorOfRefsを使用します。

� Windows NT では、setVectorのかわりに setVectorOfRefsを使用します。

メソッド名は変更されていますが、パラメータの数およびデータ型は、これらのクラスの
Refsに対する元の getVectorメソッドおよび setVectorメソッドと同じままです。 

� Windows NT プラットフォームで実行するアプリケーションの場合、Refsのコレク
ションの取得および挿入にかぎり、これらの新規メソッドをコールする必要がありま
す。

� Windows NT プラットフォームで実行しないアプリケーションの場合、既存の
getVectorメソッドおよび setVectorメソッドをコールします。ただし、Refsとの
ベクター演算には、新規メソッドを使用することをお薦めします。

ResultSet クラスクラスクラスクラス : Refs のコレクションのフェッチのコレクションのフェッチのコレクションのフェッチのコレクションのフェッチ
void getVectorOfRefs(ResultSet  *rs, unsigned int index, 
 OCCI_STD_NAMESPACE::vector<Ref<T> > &vect);

このメソッドは、列索引によって指定された列値（Refsのコレクション）を結果セットか
らフェッチします。 

パラメータは次のとおりです。

� rs:　ResultSet オブジェクト

� index:　Refsのコレクションである列の列索引

� vect:　Refsのフェッチ先となるベクター
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Statement クラスクラスクラスクラス : Refs のコレクションのフェッチのコレクションのフェッチのコレクションのフェッチのコレクションのフェッチ
void getVectorOfRefs(Statement *stmt, unsigned int index, 
 OCCI_STD_NAMESPACE::vector<Ref<T> > &vect);

このメソッドは、列索引によって指定された列値（Refsのコレクション）を文からフェッ
チします。このメソッドは、OUT バインドおよびデータ操作言語（DML）の RETURNING
句で使用されます。パラメータは次のとおりです。

� stmt:　Statement オブジェクト

� index:　Refsのコレクションである列の列索引

� vect:　Refsのフェッチ先となるベクター

Statement クラスクラスクラスクラス : Refs のコレクションの挿入のコレクションの挿入のコレクションの挿入のコレクションの挿入
template  <class T>
void setVectorOfRefs(Statement *stmt, unsigned int paramIndex,
  const OCCI_STD_NAMESPACE::vector<Ref<T> > &vect, 
  const OCCI_STD_NAMESPACE::string &sqltype);

このメソッドは、列索引によって指定された列に Refsのコレクションを挿入します。パラ
メータは次のとおりです。

� stmt:　Statement オブジェクト

� paramIndex:　Refsのコレクションである列の列索引

� vect:　列に挿入される Refsのベクター

� sqltype:　データベースに作成されたコレクションのデータ型名

オブジェクトのコレクションをフェッチおよび挿入するためのグローバル・メソッドは、
Windows NT 用に変更されています。インタフェースは、メソッド名、パラメータの数およ
びデータ型については変更されていませんが、Windows NT 用のテンプレート・パラメータ
定義は異なります。特に、Windows NT 上のオブジェクト（オブジェクト・ポインタ）のテ
ンプレート・メソッド getVectorおよび setVectorのテンプレート・パラメータには、
次の API で示されるように T * のかわりに T と指定されます。

メソッドの使用方法はプラットフォーム間で違いはありません（ユーザーはこれらのメソッ
ドに対するコールを変更する必要はまったくありません）。メソッドのコールでオブジェク
ト・ポインタとして渡されるテンプレートの引数は、他のプラットフォームではパラメータ
T * ですが、Windows NT ではパラメータ T です。 
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Oracle XA ライブラリ
ResultSet クラスクラスクラスクラス : オブジェクトのコレクションのフェッチオブジェクトのコレクションのフェッチオブジェクトのコレクションのフェッチオブジェクトのコレクションのフェッチ 
#ifdef WIN32COMMON
   template <class T>
   void getVector( ResultSet *rs, unsigned int index, 
     OCCI_STD_NAMESPACE::vector< T > &vect) ;
#else
  template <class T>
    void getVector( ResultSet *rs, unsigned int index,
      OCCI_STD_NAMESPACE::vector< T* > &vect) ;
#endif

このメソッドは、列索引によって指定された列の結果セットからオブジェクトのコレクショ
ンをフェッチします。 

パラメータは次のとおりです。

� rs:　ResultSet オブジェクト

� index:　列索引

� vect:　オブジェクトのフェッチ先となるベクター

Statement クラスクラスクラスクラス : オブジェクトのコレクションのフェッチオブジェクトのコレクションのフェッチオブジェクトのコレクションのフェッチオブジェクトのコレクションのフェッチ 
#ifdef WIN32COMMON
   template <class T>
   void getVector( Statement *stmt, unsigned int index,  
     OCCI_STD_NAMESPACE::vector< T > &vect) ;
  #else
   template <class T>
   void getVector( Statement *stmt, unsigned int index,
     OCCI_STD_NAMESPACE::vector< T* > &vect) ;
  #endif

このメソッドは、列索引によって指定された列の文からオブジェクトのコレクションを
フェッチします。このメソッドは、OUT バインドおよび DML の RETURNING 句で使用さ
れます。パラメータは次のとおりです。

� stmt:　Statement オブジェクト

� index:　列索引

� vect:　オブジェクトのフェッチ先となるベクター
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OTT と INTYPE File Assistant の使用方法
Statement クラスクラスクラスクラス : オブジェクトのベクターの挿入オブジェクトのベクターの挿入オブジェクトのベクターの挿入オブジェクトのベクターの挿入
#ifdef WIN32COMMON
  template <class T>
  void setVector( Statement *stmt, unsigned int paramIndex, 
    const OCCI_STD_NAMESPACE::vector< T > &vect, 
    const  OCCI_STD_NAMESPACE::string &sqltype) ;
#else
  template <class T>
  void setVector( Statement *stmt, unsigned int paramIndex,
    const OCCI_STD_NAMESPACE::vector<T* > &vect, 
    const OCCI_STD_NAMESPACE::string &sqltype) ;
#endif

このメソッドは、列索引によって指定された列の文にオブジェクトのコレクションを挿入し
ます。パラメータは次のとおりです。

� stmt:　Statement オブジェクト

� paramIndex:　列索引

� vect:　オブジェクトのフェッチ先となるベクター

� sqltype:　データベースに作成されたコレクションのデータ型名

OTT とととと INTYPE File Assistant の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
OTT は、Oracle9i データベースで作成されて格納されている抽象データ型の C 構造体表現
を作成するために使用します。

オブジェクトを使用するには、データベースに対して OTT を実行します。C 構造体を含む
ヘッダー・ファイルが生成されます。たとえば、データベースで PERSON 型が作成されて
いる場合、PERSON の属性に相当する要素を持つ C 構造体が OTT により生成されます。さ
らに、C 構造体のインスタンスに対して NULL 情報を表す NULL インジケータが作成され
ます。

INTYPE ファイルは、変換対象となるオブジェクト型を OTT に示します。また、生成され
る構造体の命名も、INTYPE ファイルにより制御されます。INTYPE File Assistant は、開発
者が INTYPE ファイルを作成するのを補助するウィザードです。

INTYPE ファイル内の CASE=LOWERなどの CASE指定は、INTYPE ファイル内の TYPE文や
TRANSLATE文で特別にリストされていない C 識別子のみに適用されることに注意してくだ
さい。INTYPE ファイルでは、TYPE Personや Type PeRsOnのように、大文字と小文字
を適切に区別して指定することが重要です。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : Oracle XA ライブラリおよび XA 動的登録の使用の詳細は、
『Oracle9iアプリケーション開発者ガイド - 基礎編』を参照してください。
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OTT と INTYPE File Assistant の使用方法
INTYPE File Assistant が INTYPE ファイルに生成する型名の大文字と小文字は、データベー
ス内のものと同じです。デフォルトでは、データベース内の型はすべて大文字で作成されま
す。

大文字と小文字の区別をするには、データベースで型を作成する際に二重引用符を使用しま
す。たとえば、次のように指定します。

CREATE TYPE "PeRsOn" AS OBJECT...

オブジェクト型の依存性は、Oracle INTYPE File Assistant ではチェックされません。
INTYPE ファイルに含めるためにオブジェクト型を追加する際、依存関係を持つ他のオブ
ジェクト型が INTYPE File Assistant によって追加されることはありません。

INTYPE File Assistant では、オブジェクト型や属性に ASCII 以外の文字が含まれている場合
は、明示的に変換する必要があります。これらのオブジェクト型や属性は、変換結果が入力
されるフィールドに、事前に定義されたタグ識別子が入って示されます。ユーザーは、該当
するオブジェクト型や属性を C の識別子に変換したもので、このタグを上書きする必要があ
ります。必要な変換がすべて入力されるまで、INTYPE File Assistant は INTYPE ファイルを
作成しません。

Windows NT では、OTT はコマンドラインから起動できます。また、コマンドラインから
構成ファイルに名前を付けることもできます。Windows NT の場合、構成ファイルは
ottcfg.cfgで、%ORACLE_HOME%¥precomp¥adminにあります。 

INTYPE File Assistant は、今回のリリースでは使用できません。また、リリース 10iでもサ
ポートされません。

関連資料関連資料関連資料関連資料 : OTT と INTYPE ファイルの詳細は、『Oracle Call Interface プロ
グラマーズ・ガイド』を参照してください。
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